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内  容  の  要  旨
（目的）
WHO の報告によると、世界では、20 歳以上の成人のうち約 14 億人が体重過多であり、そのうち男
性 2 億人以上、女性で 3 億人近くが肥満で、1980 年に比べて肥満者は 2 倍になったとしている。日本で
は、世界各国に比べて肥満者の割合は低いものの、特に男性で継続的に増加傾向にあり、1976 年に比べ













学 位 の 種 類 
報 告 番 号 
学位授与の日付 
学位授与の要件 
学 位 論 文 題 目












平成 27 年 3 月 24 日
学位規則第 4 条第 2 項該当（論文博士）
Association of Leptin and Adiponectin Levels 





（主　査） 福岡大学 教　授 畝　　　　　博
（副　査） 福岡大学 教　授 守　山　正　樹
 福岡大学 教　授 柳　瀬　敏　彦
 福岡大学 准教授 谷　原　真　一
－ 169 －
（対象と方法）
福岡県内の企業の 35 ～64 歳の男性事務職 2,485 人を対象とし、2005 ～2007 年と 3 年後の 2008 ～
2010 年に 2 回とも健診を受診した対象者 1,936 人のうち、がん、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病であった





ン）のレプチンとアディポネクチンの値で 3 群に分け、年齢、BMI、生活習慣、3 年後の BMI の変化等
について比較検討した。
（結果）





レプチンとアディポネクチン濃度と 3 年間の BMI の変化量との関係について、共分散分析により、年
齢、ベースラインの BMI、喫煙状況、飲酒状況、運動状況を補正して検討した。その結果、最もレプチ
ン濃度の低い群では、最もレプチン濃度の高い群に比べ、3 年間の間に BMI は、有意に増加していた。
（0.178kg/m2，95%CI : 0.025 –0.331kg/m2 ）一方、アディポネクチンでは、最もアディポネクチン濃度
の高い群が、最もアディポネクチン濃度の低い群に比べ、3 年間の間に BMI は増加していた（0.099kg/


























し、米国の肥満の状況は日本と全く異なっている。米国の肥満者（BMI≧ 30）は 30% を、過体重者
（BMI≧ 25）は 60% を超えている。一方、日本男性では肥満者（BMI≧ 30）は僅か 5%弱で、過体重者
（BMI≧ 25）は約 30% に過ぎない。従って、レプチンとアディポネクチンの体重に及ぼす影響は欧米諸
国と日本では大きく異なるのではないかと考えられる。
　本研究は Evidence の質が高い前向きコホート研究により、レプチンとアディポネクチンが 3 年後の
体重変化にどのように影響しているかを明らかにした我が国初めての報告である。
2．重要性
WHO の報告によると、世界では、20 歳以上の成人のうち約 14 億人が体重過多であり、そのうち男
性 2 億人以上、女性で 3 億人近くが肥満で、1980 年に比べて肥満者は 2 倍になったと報告されている。
日本では欧米諸国に比べて肥満者の割合は低いものの、特に男性で継続的に増加傾向にあり、1976 年に
















（1） レプチンとアディポネクチン濃度で 3 群に分けていたが、3 群に分けるための何か基準値のよう
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なものがあるのか。






日本的な生活習慣がレプチン抵抗性を抑制し、その結果、Weight homeostasis の set point を低く保ち、
体重増加が抑制されることを示唆した報告であり、学位論文に値すると評価された。
